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 宍道断層による地震の断層モデルを用いた手法による地震動評価結果（①基本震源モデル及び②破壊開
始点の不確かさを考慮したケース） 

水平方向（実線：NS成分，破線：EW成分） 鉛直方向 

擬似速度応答スペクトル 

 

 破壊開始点１
 破壊開始点２
 破壊開始点３
 破壊開始点４
 破壊開始点５
 破壊開始点６

 

 破壊開始点１
 破壊開始点２
 破壊開始点３
 破壊開始点４
 破壊開始点５
 破壊開始点６

３．敷地ごとに震源を特定して策定する地震動 （２）宍道断層による地震の地震動評価 

 断層モデルを用いた手法による地震動評価結果  1/20 

第530回審査会合資料1 P95 再掲 
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 宍道断層による地震の断層モデルを用いた手法による地震動評価結果 
（①基本震源モデル及び②破壊開始点の不確かさを考慮したケース）  
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破壊開始点６ 

加速度時刻歴波形 

第530回審査会合資料1 P96 再掲 ３．敷地ごとに震源を特定して策定する地震動 （２）宍道断層による地震の地震動評価 

 断層モデルを用いた手法による地震動評価結果  2/20 
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 宍道断層による地震の断層モデルを用いた手法による地震動評価結果 
（③断層傾斜角の不確かさを考慮したケース） 

水平方向（実線：NS成分，破線：EW成分） 鉛直方向 

擬似速度応答スペクトル 

 

 破壊開始点１
 破壊開始点２
 破壊開始点３
 破壊開始点４
 破壊開始点５
 破壊開始点６

 

 破壊開始点１
 破壊開始点２
 破壊開始点３
 破壊開始点４
 破壊開始点５
 破壊開始点６

第530回審査会合資料1 P97 再掲 ３．敷地ごとに震源を特定して策定する地震動 （２）宍道断層による地震の地震動評価 

 断層モデルを用いた手法による地震動評価結果  3/20 
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 宍道断層による地震の断層モデルを用いた手法による地震動評価結果 
（③断層傾斜角の不確かさを考慮したケース）  
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max: 330 cm/s2 

破壊開始点６ 

加速度時刻歴波形 

第530回審査会合資料1 P98 再掲 ３．敷地ごとに震源を特定して策定する地震動 （２）宍道断層による地震の地震動評価 

 断層モデルを用いた手法による地震動評価結果  4/20 
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 宍道断層による地震の断層モデルを用いた手法による地震動評価結果 
（④破壊伝播速度の不確かさを考慮したケース）  

水平方向（実線：NS成分，破線：EW成分） 鉛直方向 

擬似速度応答スペクトル 

 

 破壊開始点１
 破壊開始点２
 破壊開始点３
 破壊開始点４
 破壊開始点５
 破壊開始点６

 

 破壊開始点１
 破壊開始点２
 破壊開始点３
 破壊開始点４
 破壊開始点５
 破壊開始点６

第530回審査会合資料1 P99 再掲 ３．敷地ごとに震源を特定して策定する地震動 （２）宍道断層による地震の地震動評価 

 断層モデルを用いた手法による地震動評価結果  5/20 
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 宍道断層による地震の断層モデルを用いた手法による地震動評価結果 
（④破壊伝播速度の不確かさを考慮したケース）  
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max: 315 cm/s2 

max: 352 cm/s2 
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破壊開始点６ 

加速度時刻歴波形 

第530回審査会合資料1 P100 再掲 ３．敷地ごとに震源を特定して策定する地震動 （２）宍道断層による地震の地震動評価 

 断層モデルを用いた手法による地震動評価結果  6/20 
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 宍道断層による地震の断層モデルを用いた手法による地震動評価結果 
（⑤すべり角の不確かさを考慮したケース）  

水平方向（実線：NS成分，破線：EW成分） 鉛直方向 

擬似速度応答スペクトル 

 

 破壊開始点１
 破壊開始点２
 破壊開始点３
 破壊開始点４
 破壊開始点５
 破壊開始点６

 

 破壊開始点１
 破壊開始点２
 破壊開始点３
 破壊開始点４
 破壊開始点５
 破壊開始点６

第530回審査会合資料1 P101 再掲 ３．敷地ごとに震源を特定して策定する地震動 （２）宍道断層による地震の地震動評価 

 断層モデルを用いた手法による地震動評価結果  7/20 
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 宍道断層による地震の断層モデルを用いた手法による地震動評価結果 
（⑤すべり角の不確かさを考慮したケース）  
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第530回審査会合資料1 P102 再掲 ３．敷地ごとに震源を特定して策定する地震動 （２）宍道断層による地震の地震動評価 
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 宍道断層による地震の断層モデルを用いた手法による地震動評価結果 
（⑥アスペリティの不確かさを考慮したケース（一塊：正方形））  

擬似速度応答スペクトル 

水平方向（実線：NS成分，破線：EW成分） 鉛直方向 

擬似速度応答スペクトル 

 

 破壊開始点１
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第530回審査会合資料1 P103 再掲 ３．敷地ごとに震源を特定して策定する地震動 （２）宍道断層による地震の地震動評価 

 断層モデルを用いた手法による地震動評価結果  9/20 
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 宍道断層による地震の断層モデルを用いた手法による地震動評価結果 
（⑥アスペリティの不確かさを考慮したケース（一塊：正方形））  
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第530回審査会合資料1 P104 再掲 ３．敷地ごとに震源を特定して策定する地震動 （２）宍道断層による地震の地震動評価 
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 宍道断層による地震の断層モデルを用いた手法による地震動評価結果 
（⑦アスペリティの不確かさを考慮したケース（一塊：縦長））  

水平方向（実線：NS成分，破線：EW成分） 鉛直方向 

擬似速度応答スペクトル 

 

 破壊開始点１
 破壊開始点２
 破壊開始点３
 破壊開始点４
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第530回審査会合資料1 P105 再掲 ３．敷地ごとに震源を特定して策定する地震動 （２）宍道断層による地震の地震動評価 
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 宍道断層による地震の断層モデルを用いた手法による地震動評価結果 
（⑦アスペリティの不確かさを考慮したケース（一塊：縦長））  
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第530回審査会合資料1 P106 再掲 ３．敷地ごとに震源を特定して策定する地震動 （２）宍道断層による地震の地震動評価 
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 宍道断層による地震の断層モデルを用いた手法による地震動評価結果 
（⑧中越沖地震の短周期レベルの不確かさを考慮したケース）  

水平方向（実線：NS成分，破線：EW成分） 鉛直方向 

擬似速度応答スペクトル 

 

 破壊開始点１
 破壊開始点２
 破壊開始点３
 破壊開始点４
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第530回審査会合資料1 P107 再掲 ３．敷地ごとに震源を特定して策定する地震動 （２）宍道断層による地震の地震動評価 
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 宍道断層による地震の断層モデルを用いた手法による地震動評価結果 
（⑧中越沖地震の短周期レベルの不確かさを考慮したケース）  
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  地震動評価結果で最も大きい加速度値（水平方向） 

第530回審査会合資料1 P108 再掲 ３．敷地ごとに震源を特定して策定する地震動 （２）宍道断層による地震の地震動評価 

 断層モデルを用いた手法による地震動評価結果  14/20 



91 

10
00

0

変
位

周期

速
度

加
速
度

10
00

100
10

1

0.1

0.01

0.001

(h=0.05)

(cm/s)

(cm
/s )

(cm)

(s)

2

10
00

00 20
00

50
0

20
0

10
0

50

10

0.1

1

0.01 0.1 1 100.02 0.05 0.2 0.5 2 5
0.1

1

10

100

1000

500

50

5

0.5

200

20

2

0.2

10
00

0

変
位

周期

速
度

加
速
度

10
00

100
10

1

0.1

0.01

0.001

(h=0.05)

(cm/s)

(cm
/s )

(cm)

(s)

2

10
00

00 20
00

50
0

20
0

10
0

50

10

0.1

1

0.01 0.1 1 100.02 0.05 0.2 0.5 2 5
0.1

1

10

100

1000

500

50

5

0.5

200

20

2

0.2

 宍道断層による地震の断層モデルを用いた手法による地震動評価結果 
（⑨断層傾斜角と破壊伝播速度の不確かさの組合せケース）  

水平方向（実線：NS成分，破線：EW成分） 鉛直方向 

擬似速度応答スペクトル 

 

 破壊開始点１
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第530回審査会合資料1 P109 再掲 ３．敷地ごとに震源を特定して策定する地震動 （２）宍道断層による地震の地震動評価 

 断層モデルを用いた手法による地震動評価結果  15/20 
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 宍道断層による地震の断層モデルを用いた手法による地震動評価結果 
（⑨断層傾斜角と破壊伝播速度の不確かさの組合せケース）  
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 宍道断層による地震の断層モデルを用いた手法による地震動評価結果 
（⑩断層傾斜角と横ずれ断層の短周期レベルの不確かさの組合せケース）  
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 宍道断層による地震の断層モデルを用いた手法による地震動評価結果 
（⑪破壊伝播速度と横ずれ断層の短周期レベルの不確かさの組合せケース）  
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97 
３．敷地ごとに震源を特定して策定する地震動 （３）F-Ⅲ断層＋F-Ⅳ断層+F-Ⅴ断層による地震の地震動評価 

 断層パラメータの設定根拠（断層傾斜角） 1/4  

Ｆ-Ⅲ断層＋Ｆ-Ⅳ断層＋Ｆ-Ⅴ断層の地質調査結果（F-Ⅳ断層のNW12測線） 

■ Ｆ-Ⅲ断層＋F-Ⅳ断層＋Ｆ-Ⅴ断層における地質調査結果 

地質調査結果より，Ｆ-Ⅲ断層＋F-Ⅳ断層＋Ｆ-Ⅴ断層は，東北東－西南西走向の低角（南傾斜）逆断層が認めら
れ，Ｂ層（更新統）の明瞭な分布が確認できていないこと等から，後期更新世以降の活動を考慮する断層としている。
また，更新世以降において，南側隆起（北側沈降）の逆断層運動を示唆するＢ層の堆積盆の形成は認められず，横ず
れ運動を示唆する花弁構造や引きずり込み構造などの特徴的な反射パターンも認められないことから，後期更新世
以降の活動様式は不明である。 

←NW SE→ 

D2 

Ｆ－Ⅳ 

D2 

D1 

C 
Ｆ－② 

約1ｋm 

D2 

V.E. ≒ ３ 

29
°
60
′

42
°
29
′

62
°
07
′

21
°
40
′

3°22′

10
°
54
′

15
°
38
′

6°
55′

断層想定位置 
（直上） 

 
断層想定位置 
（傾斜延長） 

 

2000m 

NW12AG 
[エアガン・マルチ] 

（傾斜角：約45°） 

第530回審査会合資料1 P122 加筆・修正 
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３．敷地ごとに震源を特定して策定する地震動 （３）F-Ⅲ断層＋F-Ⅳ断層+F-Ⅴ断層による地震の地震動評価 

 断層パラメータの設定根拠（断層傾斜角） 2/4  

■ Ｆ-Ⅲ断層＋F-Ⅳ断層＋Ｆ-Ⅴ断層の音波探査記録に基づく断層傾斜角 

Ｆ-Ⅲ断層＋F-Ⅳ断層＋Ｆ-Ⅴ断層の深部の地質構造に関する音波探査記録（エアガン記録）を参照すると，
F-Ⅲ断層，F-Ⅳ断層及びF-Ⅴ断層のそれぞれの区間で地質構造上の類似性が認められることから，断層全
体を傾斜角の設定区間と考え，平均して傾斜角を求めると35°程度である。 

地質図に記載された断層線の端点は断層が確認される
測線と確認されない測線との中点までを表示している。 

凡   例 

※Ａ層を取除いた地質図 

島根原子力発電所 

Ａ 層：完新世堆積層 
                            第 四 紀  
Ｂ 層：中期～後期更新世堆積層 
 
Ｃ 層：鮮新世～前期更新世堆積層 
 
Ｄ１ 層                        新第三紀 
       中新世堆積層 
Ｄ２ 層 
 
Ｖ 層：火山岩・貫入岩 

マルチチャンネル測線により認められたＢ層分布域 

主な断層のうち後期更新世以降の 

活動が否定できないもの 

主な断層のうち後期更新世以降の 

活動が認められないもの 

島根原子力発電所 

F - ① 

N
o
.3

4
A

G
 

断層 測線名 傾斜角 

F-Ⅲ断層 
F-Ⅳ断層 
F-Ⅴ断層 

NW3AG  25° 

35°※ 

NW9AG  30° 

NW12AG   45° 

NW13.5AG 35° 

No.34AG 60° 

Ｆ-Ⅲ断層，F-Ⅳ断層及びＦ-Ⅴ断層の 
音波探査記録（エアガン記録）に基づく断層傾斜角 

※ 平均値（ 5°ピッチ）とし，敷地に近づく方向に設定。 

第530回審査会合資料1 P123 加筆・修正 
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３．敷地ごとに震源を特定して策定する地震動 （３）F-Ⅲ断層＋F-Ⅳ断層+F-Ⅴ断層による地震の地震動評価 

 断層パラメータの設定根拠（断層傾斜角） 3/4  

1943年鳥取地震 ［佐藤ほか（1989）］  2000年鳥取県西部地震 ［地震調査委員会（2002)］  

■ Ｆ-Ⅲ断層＋F-Ⅳ断層＋Ｆ-Ⅴ断層の周辺で発生したＭ７クラスの大規模地震の断層傾斜角 

佐藤ほか（1989）及び地震調査委員会（2002）によると，1943年鳥取地震（Ｍ7.2）及び2000年鳥取県西部
地震（Ｍ7.3）は，それぞれ「断層傾斜角90°」とされている。 

第530回審査会合資料1 P124 再掲 
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３．敷地ごとに震源を特定して策定する地震動 （３）F-Ⅲ断層＋F-Ⅳ断層+F-Ⅴ断層による地震の地震動評価 

 断層パラメータの設定根拠（断層傾斜角） 4/4  

Ｆ-Ⅲ断層＋F-Ⅳ断層＋Ｆ-Ⅴ断層の周辺の横ずれ断層の 
主な中小地震の断層傾斜角 

※１ 気象庁地震カタログ 
※２ No.1，2 ：佐藤ほか（1989）   
    No.3～9： 防災科学技術研究所の広帯域地震観測網 （F-net），余震分布より 
          走向を特定できる場合は，それに対応する断層面の傾斜角を記載 
           

No 発生年月日 地 震 Ｍ※１ 傾斜角※２ 

1 1983．10．31 鳥取中部の地震 6.2  85° 

2 1984．15．30 山崎断層の地震 5.6  90° 

3 1997．16．25 山口・島根県境の地震 6.6   76° 

4 1999．17．16 広島県南東部の地震 4.5 83° 71° 

5 2011．14．29 隠岐島近海の地震 4.0 80° 76° 

6 2011．16．14 島根県東部の地震 5.2 87° 

7 2011．11．21 広島県北部の地震 5.4 80° 

8 2016．10．21 鳥取県中部の地震 6.6 80° 

9 2018．04．09 島根県西部の地震 6.1 84° 

第530回審査会合資料1 P125加筆・修正 
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■ Ｆ-Ⅲ断層＋F-Ⅳ断層＋Ｆ-Ⅴ断層の周辺で発生した中小地震の断層傾斜角 

Ｆ-Ⅲ断層＋F-Ⅳ断層＋Ｆ-Ⅴ断層の周辺における横ずれ断層の主な中小地震の断層傾斜角を整理すると，
平均的には80°程度であり，最も傾斜しているもので71°である。 
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３．敷地ごとに震源を特定して策定する地震動 （３）F-Ⅲ断層＋F-Ⅳ断層+F-Ⅴ断層による地震の地震動評価 

 断層パラメータの設定根拠（断層傾斜角の不確かさを考慮したケースのＦ－Ⅲ断層のすべり角） 1/2  

Ｆ-Ⅲ断層＋F-Ⅳ断層＋Ｆ-Ⅴ断層の周辺で発生した主な地震の走向及びすべり角 

※1  No.1～3  ：佐藤ほか（1989） 
      No.4～11： 防災科学技術研究所の広帯域地震観測網 （F-net） ，余震分布より走向を特定できる場合は，その走向及び対応するすべり角を記載 
※2  左横ずれ断層の地震は右横ずれ断層のすべり角に換算，（ ）内は換算前の値  

No 発生年月日 地 震 Ｍ 傾斜角 走向※1 すべり角※1,2 

1 1943．19．10 鳥取地震 7.2  90° 80° 180° 

2 1983．10．31 鳥取中部の地震 6.2  85° 140° 180°（0°） 

3 1984．15．30 山崎断層の地震 5.6  90° 135° 180°（0°） 

4 1997．16．25 山口・島根県境の地震 6.6   76° 49° 179° 

5 1999．17．16 広島県南東部の地震 4.5 83° 71° 21° 113° 161° 172°（8°） 

6 2000．10．16 鳥取県西部地震 7.3  90° 150° 189°（-9°） 

7 2011．14．29 隠岐島近海の地震 4.0 80° 76° 158° 65° 165°（15°） 170° 

8 2011．16．14 島根県東部の地震 5.2 87° 156° 158°（22°） 

9 2011．11．21 広島県北部の地震 5.4 80° 151° 179°（1°） 

10 2016．10．21 鳥取県中部の地震 6.6 80° 162° 171°（9°） 

11 2018． 4． 9 島根県西部の地震 6.1 84° 150° 175°（5°） 

 塚原・小林(1991)による広域応力場の研究や敷地内の測定結果から，敷地周辺の現在の応力場は概ね
東西圧縮が卓越している。 

 Ｆ-Ⅲ断層＋F-Ⅳ断層＋Ｆ-Ⅴ断層の周辺で発生した現在の応力場による主な地震について下表のとおり
整理すると，走向，傾斜角によらず横ずれ成分が卓越している。 

 以上のことから，Ｆ-Ⅲ断層＋F-Ⅳ断層＋Ｆ-Ⅴ断層が活動する場合，横ずれ成分が卓越すると考えられ
るが，当該断層周辺で発生した主な地震の中では若干縦ずれ成分も認められることから，その中で最も
縦ずれ成分の大きいすべり角（158°）を考慮することとし，F-Ⅲ断層の走向が北東－南西方向であるこ
とを踏まえ，応力場と走向の関係から断層傾斜角の不確かさを考慮したケースのＦ-Ⅲ断層のすべり角は
150°に設定する。 

第530回審査会合 
資料1 P276加筆・修正 
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 前頁の地震の震源メカニズム解及び断層の分布を以下に示す。 

F-Ⅲ断層+F-Ⅳ断層+F-Ⅴ断層 

３．敷地ごとに震源を特定して策定する地震動 （３）F-Ⅲ断層＋F-Ⅳ断層+F-Ⅴ断層による地震の地震動評価 

 断層パラメータの設定根拠（断層傾斜角の不確かさを考慮したケースのＦ－Ⅲ断層のすべり角） 2/2  

No.11 

第530回審査会合 
資料1 P277加筆・修正 
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 Ｆ-Ⅲ断層＋Ｆ-Ⅳ断層＋Ｆ-Ⅴ断層による地震の断層モデルによる地震動評価結果 
（①基本震源モデル及び②破壊開始点の不確かさを考慮したケース）  
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水平方向（実線：NS成分，破線：EW成分） 鉛直方向 

擬似速度応答スペクトル 
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３．敷地ごとに震源を特定して策定する地震動 （３）F-Ⅲ断層＋F-Ⅳ断層+F-Ⅴ断層による地震の地震動評価 

 断層モデルによる地震動評価結果 1/16 第530回審査会合資料1 P147 再掲 
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 Ｆ-Ⅲ断層＋Ｆ-Ⅳ断層＋Ｆ-Ⅴ断層による地震の断層モデルによる地震動評価結果 
（①基本震源モデル及び②破壊開始点の不確かさを考慮したケース）  
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第530回審査会合資料1 P148 再掲 

３．敷地ごとに震源を特定して策定する地震動 （３）F-Ⅲ断層＋F-Ⅳ断層+F-Ⅴ断層による地震の地震動評価 

 断層モデルによる地震動評価結果 2/16 
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 Ｆ-Ⅲ断層＋Ｆ-Ⅳ断層＋Ｆ-Ⅴ断層による地震の断層モデルによる地震動評価結果 
（③断層傾斜角の不確かさを考慮したケース）  
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第530回審査会合資料1 P149 再掲 

３．敷地ごとに震源を特定して策定する地震動 （３）F-Ⅲ断層＋F-Ⅳ断層+F-Ⅴ断層による地震の地震動評価 

 断層モデルによる地震動評価結果 3/16 
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 Ｆ-Ⅲ断層＋Ｆ-Ⅳ断層＋Ｆ-Ⅴ断層による地震の断層モデルによる地震動評価結果 
（③断層傾斜角の不確かさを考慮したケース）  

加速度時刻歴波形 

水平方向（NS成分） 水平方向（EW成分） 鉛直方向 

※Ｆ-Ⅲ断層＋Ｆ-Ⅳ断層＋Ｆ-Ⅴ断層による地震の断層モデルを用いた 
  手法による地震動評価結果で最も大きい加速度値（水平・鉛直方向） 
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３．敷地ごとに震源を特定して策定する地震動 （３）F-Ⅲ断層＋F-Ⅳ断層+F-Ⅴ断層による地震の地震動評価 

 断層モデルによる地震動評価結果 4/16 
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 Ｆ-Ⅲ断層＋Ｆ-Ⅳ断層＋Ｆ-Ⅴ断層による地震の断層モデルによる地震動評価結果 
（④破壊伝播速度の不確かさを考慮したケース）  
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３．敷地ごとに震源を特定して策定する地震動 （３）F-Ⅲ断層＋F-Ⅳ断層+F-Ⅴ断層による地震の地震動評価 

 断層モデルによる地震動評価結果 5/16 
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 Ｆ-Ⅲ断層＋Ｆ-Ⅳ断層＋Ｆ-Ⅴ断層による地震の断層モデルによる地震動評価結果 
（④破壊伝播速度の不確かさを考慮したケース）  
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 Ｆ-Ⅲ断層＋Ｆ-Ⅳ断層＋Ｆ-Ⅴ断層による地震の断層モデルによる地震動評価結果 
（⑤すべり角の不確かさを考慮したケース）  
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 Ｆ-Ⅲ断層＋Ｆ-Ⅳ断層＋Ｆ-Ⅴ断層による地震の断層モデルによる地震動評価結果 
（⑤すべり角の不確かさを考慮したケース）  
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 Ｆ-Ⅲ断層＋Ｆ-Ⅳ断層＋Ｆ-Ⅴ断層による地震の断層モデルを用いた手法による地震動評価結果 
（⑥アスペリティの不確かさを考慮したケース（一塊：横長））  
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 Ｆ-Ⅲ断層＋Ｆ-Ⅳ断層＋Ｆ-Ⅴ断層による地震の断層モデルを用いた手法による地震動評価結果 
（⑥アスペリティの不確かさを考慮したケース（一塊：横長））  
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 Ｆ-Ⅲ断層＋Ｆ-Ⅳ断層＋Ｆ-Ⅴ断層による地震の断層モデルを用いた手法による地震動評価結果 
（⑦アスペリティの不確かさを考慮したケース（一塊：縦長））  
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 Ｆ-Ⅲ断層＋Ｆ-Ⅳ断層＋Ｆ-Ⅴ断層による地震の断層モデルを用いた手法による地震動評価結果 
（⑦アスペリティの不確かさを考慮したケース（一塊：縦長））  
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 Ｆ-Ⅲ断層＋Ｆ-Ⅳ断層＋Ｆ-Ⅴ断層による地震の断層モデルによる地震動評価結果 
（⑧中越沖地震の短周期レベルの不確かさを考慮したケース）  
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（⑧中越沖地震の短周期レベルの不確かさを考慮したケース）  
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 Ｆ-Ⅲ断層＋Ｆ-Ⅳ断層＋Ｆ-Ⅴ断層による地震の断層モデルによる地震動評価結果 
（⑨断層位置の不確かさを考慮したケース）  
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 Ｆ-Ⅲ断層＋Ｆ-Ⅳ断層＋Ｆ-Ⅴ断層による地震の断層モデルによる地震動評価結果 
（⑨断層位置の不確かさを考慮したケース）  
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